
日本リハビリテーション医学会 
第３回 

リハビリテーション先端機器研究会

先端機器の臨床応用 
・Robotics 
・Electrical & Magnetic stimulation

講演 
１．TMS for functional recovery after stroke 

　　Pablo A. Celnik（Dept. of Physical Medicine and Rehabilitation,  

　　　　　　　　　　　　Johns Hopkins University School of Medicine） 
２．上肢のリハビリテーション支援ロボット 
　　道免和久（兵庫医科大学リハビリテーション医学教室） 
３．歩行支援ロボットの現在と未来-自立支援と練習支援- 
　　平野　哲（藤田保健衛生大学医学部リハビリテーション医学Ⅰ講座） 

シンポジウム：機能再建のための刺激方法最前線 (FES, TMS, tDCS, and more) 
・出江紳一（東北大学大学院医工学研究科） 
・角田　亘（国際医療福祉大学リハビリテーション科） 
・松永俊樹（秋田大学医学部附属病院リハビリテーション科） 
・重松　孝（浜松市リハビリテーション病院リハビリテーション科）

会　期：2017年7月29日（土）12:40-­‐17:35	
  

会　場：名古屋国際会議場レセプションホール	
  
会　費：医師（初期研修医を除く）・企業	
  5,000	
  円，その他	
  3,000	
  円	
  	
  

会　長：加賀谷	
  斉（藤田保健衛生大学医学部リハビリテーション医学Ⅰ講座）

問い合せ先 
第３回リハビリテーション先端機器研究会事務局 
担　当：尾関，内田，瀧 
〒470-1192　愛知県豊明市沓掛町田楽ヶ窪1-98　藤田保健衛生大学医学部リハビリテーション医学Ⅰ講座内 
電　話：0562-93-2167，Fax：0562-95-2906，E-mail：3reha.sentan@gmail.com 
運　営：藤田保健衛生大学リハビリテーション部門（FHUR）


